
 

 
  

（仮称）ひたち若者かがやきプラン 

【素案】 

～皆さまのご意見をお聞かせください～ 

（募集期間：令和３年２月８日（月）まで） 

「第２期日立市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、若者

世代が生きがいを持ってかがやき、住んでみたいと思える魅力を若者

世代の参画により創り出し、実践できる仕組みや、支援する体制づく

りを目指し、学識経験者や関係団体などの皆さんの参画を得て、「（仮

称）ひたち若者かがやきプラン」の策定作業を進めています。 

 計画策定に当たり、市民の皆様からプラン素案に対するご意見を募

集します。 

 お寄せいただきましたご意見は、最終的な決定を行う際の参考とさ

せていただきます。 

 ご意見は最終ページに添付している用紙にご記入の上、ご提出くだ

さいますようお願いいたします。 

資料２ 
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Ⅰ 計画策定の趣旨 

１ 背景・目的                            

(1) 本市ではこれまで、子育て支援や、地域医療体制の整備、雇用の確保など、幅広い

施策を総合的に推進し、市民の皆様が将来にわたり、安全に安心して住み続けることが

出来る環境サービスの維持・向上に取り組んでまいりましたが、依然として、就学、就

業、住宅の住み替えなどをきっかけとした、子育て世代を含めた若者、特に女性の東京

圏や近隣自治体への転出超過による社会減の影響や、人口減少が続いている状況となっ

ています。  

(2) これらのことを踏まえ、2020 年３月に策定した「第２期日立市まち・ひと・しごと

創生総合戦略」では、若者の定住を促進し、人口減少を和らげ、市民一人一人が暮らす

地域において豊かさと生活の充実感を享受できるまちを目指し、「子どもには夢」を、

「若者には輝き」を、「働く世代には充実感」を、「シニア世代には生きがいを」を、常

に持ち続けていただけるような施策を推進するため、基本方針に若者の定着に向けた施

策を重点的に推進することを掲げ、その施策の一つとして、若者が主体となり、同年代

の交流や仲間づくりを行い、活躍できる体制づくりを進める施策の方向が示されました。 

(3) その施策を具体化するためには、若者世代が生き生きと輝くことで、地域全体の力

を高める原動力につながり、子ども、働く世代、シニア世代に与える影響も大きいもの

になることから、若者世代を中心とした学識経験者、起業家、各種団体代表、大学生等

で構成する策定会議を発足し、若者世代の参画により創り出し実践できる仕組みや、支

援する体制づくりを主眼に、実効性のあるプランとして策定します。 

(4) さらには、若者世代にとって「育ちの場」「学びの場」「成長の場」「安住の場」「活

躍の場」となるための環境づくりを推進するためのプランとします。 
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２ 計画の位置づけ・性格                         

本計画は、「第２期日立市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を踏まえ、若者世代の活

躍と支援に関する環境づくりを推進する計画として策定します。 

また、「日立市総合計画」や、「ひたちこどもプラン」「日立市教育振興計画」などの各

分野計画との整合性を図ります。 

さらに、これからの時代を担う若者自身により策定した本計画に基づき、日立市を舞

台にかがやきながら、成長し、暮らしていける環境づくりの実現に向け、若者と日立市が

共に取り組むことを示した計画としていきます。 

 

図：本計画の位置づけ 

 

 

 

図：本計画の性格 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（仮称）ひたち若者かがやきプラン 

若者の参加による 

計画づくり 

行政の施策 

若者自身による活動 行政の取り組み 
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３ 計画の対象                            

(1) 対象世代は、若者世代（18 歳～39 歳）とします。 

  [若者の定義] 

    児童福祉法では、18 歳未満を児童と定め、子ども・若者育成支援推進法に基づ

き厚生労働省で策定した「子ども・若者ビジョン」では、39 歳までを若者と定め

ていることから、日立市の若者の定義は「18 歳から 39 歳まで」とした。 

 

(2) 若者世代（18 歳～39 歳）の前後世代に対象となる施策が、既に策定されている

「ひたち子どもプラン」や「日立市教育振興基本計画」等で推進している場合は、

対象となる計画へアクセスできるようにします。 
 

 
 

４ 計画の期間                            

本計画は、令和３年（２０２１年）度から令和７年（２０２５年）度までの５年間とし

ます。ただし、今後の社会情勢等により、必要に応じ見直しを行います。 

 

 

図：計画期間 
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Ⅱ 若者の現状 

１ 人口構成における若年層の動向                   

■20～24 歳女性の転出超過が大きい（20～24 歳男性は転入超過）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「水戸市近隣（水戸市、ひたちな

か市、東海村）」及び「東京圏」へ

の転出超過が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本市の女性 1,000 人当た

りの出生率は、全国、県と

比較して低い。また、20～

39 歳女性人口の減少とと

もに出生数も減少。 

 

 

 

 

  

2015(平成 27)～2019(令和元)年 

2019(令和元)年 
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■男性は、20～29 歳は就職・転職、30～59 歳は転勤が多く、仕事にかかわる移動が多い。 
■女性は、20～24 歳は、仕事にかかわる移動が多く、25～49 歳は、結婚や子どもの成長に伴い「住

まい」を求めた住み替えが多い。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  〇総人口に占める 20～39 歳女性人口の割合が低い。（日立市 8.8％、水戸市 11.0％、ひたちなか市 10.8％） 

〇20～29 歳人口の男女比差も大きい。（日立市 男 10：女７ 水戸市 男 10：女 10 ひたちなか市 男 10：女９） 

その他の傾向 
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２ 意識調査結果からみられる傾向                    

（1） 調査の対象・方法 

調査地域 日立市全域 
首都圏 
（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県） 

調査対象 市内在住 18～39 歳までの男女 首都圏居住の 18～39 歳までの男女 

標本数 
2,000 票 
（男性 1,000 票、女性 1,000 票） 

450 票 
（男性 225 票、女性 225 票） 

抽出方法 
市内在住の 18～39歳までの 2,000人
を無作為抽出 

インターネット調査会社登録モニタ
ーの18～39歳までの 450人を無作為
抽出 

調査方法 郵送 
インターネット 

回答方法 
調査票返送または調査票記載のQRコ
ードを介しインターネットで回答 

調査期間 令和２年 11 月４日～11 月 24 日 令和２年 11 月２日～11 月 24 日 
 

(2) 回収結果 

調査地域 日立市全域 首都圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県） 
発送数 2,000 件 450 件 
回収数 480 件 450 件 
回収率 24.1％ 100% 

 

 

■現在不安に感じていること 

 
 

 

市内在住者、首都圏居住者とも、現在の生活の中で、若者は経済的な不安、仕事の不安（就職の

不安）などを持つほか、老後の不安など将来への不安も感じている。 

【市内】 【首都圏】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問９ 現在、不安に感じていることはどのようなことですか。 

174, 36.3%
249, 51.9%

85, 17.7%
138, 28.8%

104, 21.7%
171, 35.6%

59, 12.3%
88, 18.3%

127, 26.5%
57, 11.9%

105, 21.9%
65, 13.5%

30, 6.3%
3.1%

0%20%40%60%80%100%

181, 40.2%
214, 47.6%

86, 19.1%
87, 19.3%

70, 15.6%
114, 25.3%

31, 6.9%
121, 26.9%

105, 23.3%
56, 12.4%
61, 13.6%

76, 16.9%
10, 2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事の不安（就職の不安） 

経済的な不安 

結婚への不安 

子育てへの不安 

介護への不安 

老後の不安 

学業への不安 

健康面への不安 

地震や豪雨、火災などの災害に対する不安 

地域温暖化や環境汚染など環境に関する不安 

犯罪や交通事故などの安全に対する不安 

人間関係による不安 

その他 

無回答 
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■希望する働き方 
 
 

日立市在住者は、首都圏居住者と比べて、キャリアアップより専門性を生かした働き方を志向し

ている。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

■20 年後の日立市 

 
 

日立市在住者は、20 年後の日立市に対し、悪くなるという回答が多く、希望が持てていない人が多

い。 

【市内】                  【首都圏】 
 
 
 
 
 

 
 
  

19.9%

12.1%68.0%

良くなる
悪くなる
変わらない

15.4%

50.0%

30.8%

3.8%

良くなる
悪くなる
変わらない
無回答

質問13-６ あなたは、どのような働き方をしたいと思っていますか。 

46.3%

8.5%
12.9%1.9%

1.0%
18.5%

5.0%
4.0% 1.9%

42.2%

16.2%12.9%
4.9%

4.2%
8.0% 10.0% 1.6%

正社員として就職し、定年まで同じ職場で働く
転職しながら、キャリアやスキルアップを図る
派遣やパートで働く
一度企業に就職した後に、起業・創業する
企業に就職せず、起業・創業する
専門性のある資格を生かした職種で働く
専業主婦・主夫
その他
無回答

   【市内】                 【首都圏】 

質問 15 20 年後の日立市は、今と比べてどうなると思いますか。 
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■大都市圏に住むことと、日立市のような地方都市に住むことのメリット 
 

 

 

市内在住者が感じる日立市に住むメリットは、自然環境の豊かさや、人情味の深さに加え、家賃

が安いなどの経済的負担に対するものが多い。一方、首都圏居住者が大都市圏に住むメリットは、

仕事(業種)選択の自由度、働き方の自由度などのほか、買い物・交通・通勤・通学の利便性など、

日々の生活で自分らしさや、便利さに対するものが多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

〔大都市圏に住むより日立市に住むメリット〕 

【市内居住者】 

〔日立市のような地方都市に住むより大都市圏に住むメリット〕 

【首都圏居住者】 

仕事（業種）選択の自由度 

働き方の自由度 

買い物の利便性 

行政サービスの充実度 

日常的な娯楽・文化の充実度 

通勤・通学の利便性 

公共交通の利便性 

地域コミュニティの充実 

自然環境の豊かさ 

子育て・教育環境の充実 

自然災害の少なさ 

家賃の安さ 

医療機関の充実 

物価の安さ 

人情味の深さ 

その他 

無回答 

177, 39.3%
142, 31.6%

178, 39.6%
59, 13.1%

136, 30.2%
143, 31.8%
142, 31.6%

27, 6.0%
48, 10.7%
45, 10.0%
39, 8.7%

56, 12.4%
72, 16.0%

50, 11.1%
21, 4.7%

9, 2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15, 3.1%
19, 4.0%

49, 10.2%
8, 1.7%

14, 2.9%
52, 10.8%

19, 4.0%
46, 9.6%

301, 62.7%
71, 14.8%

160, 33.3%
329, 68.5%

31, 6.5%
240, 50.0%

72, 15.0%
39, 8.1%

7, 1.5%

0%20%40%60%80%100%

質問 22 東京周辺のような大都市圏に住むより、日立市のような地方に住むことのメリットを教えてく

ださい。 
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■日立市の住み心地 

 
 

日立市在住者の約８割が「住みよい」と 

評価している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
■住みよいと感じる理由 
 
 
 

自然環境に恵まれているや、親戚・知人がいることが多いほか、治安がよく安全や、買い物などの

日常生活が便利など、生活環境に関する理由が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

24.2%

56.3%

16.0%

3.3% 0.2%
住みよいまちである

どちらかというと住みよいまちである

どちらかといえば住みにくいまちである

住みにくいまちである

無回答

n=480

質問８ 日立市の住み心地についてどう思いますか。 

質問８-１ 質問８で「１ 住みよいまちである」「２ どちらかというと住みよいまちである」と回答し

た理由を教えてください。 

238, 61.7%
57, 14.8%

104, 26.9%
30, 7.8%

48, 12.4%
22, 5.7%

53, 13.7%
125, 32.4%

69, 17.9%
9, 2.3%

30, 7.8%
25, 6.5%
23, 6.0%

12, 3.1%
122, 31.6%

27, 7.0%
151, 39.1%

45, 11.7%
9, 2.3%

89, 23.1%
73, 18.9%

15, 3.9%
10, 2.6%

0, 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然環境に恵まれている
交通の便が良い

上下水道等が整っている
消防・防災・防犯体制がしっかりしている

道路・公園などの都市基盤が整備されている
福祉サービスが充実している

保健・医療環境が整っている
治安がよく安全

子育て支援が整っている
高齢者支援が整っている

教育環境が整っている
文化・スポーツ環境が整っている

歴史文化や伝統芸能が伝承されている
活力ある産業や特産品がある

買い物などの日常生活が便利である
人情味や地域の連帯感がある

親戚・知人がいる
おいしい食べ物が豊富にある

娯楽・レクリエーション施設が充実している
通勤・通学が便利である

不便がないから
特に理由はない

その他
無回答

n=386
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■住みにくいと感じる理由 

 
 
 

交通の便が悪い、娯楽・レクリエーション施設整備が不十分、買い物などの日常生活が不便などの

生活環境に関する理由のほか、道路・公園などの都市基盤が不十分や、通勤・通学が不便、活力ある

産業や特産品がないなど、都市基盤環境や産業に関する理由が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

■若者が気軽に集える場所の必要性 

 

 
市内に、若者が集える場所があることを期待してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

質問８-２ 質問８で「３ どちらかというと住みにくいまちである」「４ 住みにくいまちである」と

回答した理由を教えてください。 

6, 6.5%
69, 74.2%

1, 1.1%
0, 0.0%

38, 40.9%
9, 9.7%

15, 16.1%
5, 5.4%

18, 19.4%
8, 8.6%

13, 14.0%
13, 14.0%

5, 5.4%
29, 31.2%

42, 45.2%
10, 10.8%

12, 12.9%
23, 24.7%

64, 68.8%
32, 34.4%

0, 0.0%
24, 25.8%

0, 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然環境に恵まれていない
交通の便が悪い

上下水道等が整っていない
消防・防災・防犯体制に不安がある

道路・公園などの都市基盤整備が不十分である
福祉サービスが不十分である

保健・医療環境が不十分である
治安が悪く犯罪が多い

子育て支援が不十分である
高齢者支援が不十分である

教育環境の整備が不十分である
文化・スポーツ環境整備が不十分である

歴史文化や伝統芸能がない
活力ある産業や特産品がない

買い物などの日常生活が不便である
人情味や地域の連帯感がない

親戚・知人がいない
おいしい食べ物がない

娯楽・レクリエーション施設整備が不十分である
通勤・通学が不便である

特に理由はない
その他

無回答

n=93

質問 16 日立市内に若者が気軽に集える場所があると良いと思いますか。 

29.8%

60.6%

9.0%
0.6%

良い
内容によっては良い
なくても良い
無回答

n=480
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■若者が気軽に集える場所にあると良いもの 

 

 

 

喫茶・カフェ、フリーwi-fi、フリー 

スペースなどが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市政に対して若者世代の意見が反映されていると思うか。 

 
 

市政に対して若者の意見が反映されていると

感じていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  

【現在の暮らしへの満足度】 
・市内の若者のほうが、首都圏より満足度は高い 

【現在の就労環境への満足度】 
・市内の若者のほうが、就労環境への満足度は高い 

【結婚の状況・出会いのきっかけ】 
・市内の若者のほうが「既婚」の割合が多い。 
・出会いのきっかけは、市内・首都圏ともに、「学生時代のクラスメート」「職場またはその関連先」「友人や職場の 

同僚、先輩からの紹介」が多いが、首都圏は、「インターネット」での出会いも多い。 
【日立市に対するイメージ】 

・市内・首都圏ともに「全国的に知名度があると思う」「犯罪が少なく治安がいいため安心して暮らせる」と感じて 
おり高い評価だが、市内と首都圏を比較すると、全体的には市内の方が評価が低い。 

その他の傾向 

2.3%
18.3%

43.1%

28.1%

8.1% 反映されている
ある程度反映されている
あまり反映されていない
反映されていない
無回答

n=480

323, 74.4%
162, 37.3%

188, 43.3%
109, 25.1%

33, 7.6%
216, 49.8%

55, 12.7%
42, 9.7%

101, 23.3%
92, 21.2%

131, 30.2%
67, 15.4%

51, 11.8%
3, 0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

喫茶・カフェ
レストラン

フリースペース
本が読めるスペース

貸し会議室
フリーWi-Fi

仕事の相談窓口
くらしの相談窓口

ｅスポーツ
軽音楽施設
スポーツジム

コワーキングスペース
その他

無回答

n=434

質問 16-２ 質問 16 で「１ 良い」「２ 内容によっては良い」と回答した方に伺います。若者が気軽に
集える場所にあると良いと思うものはなんですか。 

質問 19-１ 市政に対して若者世代の意見が反映されていると思いますか。 
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３ ワークショップからみられる傾向                   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 現状から見える計画のＧＯＡＬ                    

 
 
 
 
 
  

環境を提供すること

で、若者が動き出す 
若者自身が企画実践

する 

自分のためにもな

り、次につながるイ

ベントの実施 

20 年後、私たちはこうありたい 自分が暮らしていくために日立市はどうあって欲しい 

若者が集まって生まれる賑わいとは？ 

（こんな賑わいを創りたい） 

時代が変われど変わら

ない～日立らしさをそ

のままに～ 

発信力の強化と分か

り易い情報へのアク

セス 

新しいこと、新しい

人を応援する 

若者が主体的に動け

る仕組みづくり 

ここに行けば解決す

る場所づくり 

「かがやく」ってどういうこと？ 

どこでも働ける環境

（時間と場所にしば

られない） 

世代を超えたネット

ワークを作りたい 

コミュニティに簡単に

アクセスでき、社会と

つながることができる 

挑戦する若者を応援

する 

学校以外の学びの場

がある 

得意を活かせる

選択肢がある 

住む場所と働く場所が

異なる時代 

働く場所に選ばれる 

不安のない暮らしが

したい 

自分史上最高である

とき 
自分のやりたいこと

をやっているとき 

日立に誇りが持てた

とき（シビックプライ

ド） 

思いがかなったとき 

人との縁を感じたとき 

自分らしく生きるこ

と 

若者を理解し、ア
クセスしやすい仕
組みを作る 

日立市 

自分らしく生き、
自走に向けて活動
する 

日立を若者がか
がやくまちにする
こと 

若者 若者＋日立市 

「かがやく」とは？ 自分らしく生きること 
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Ⅲ 若者の課題（若者が必要としていること） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 市内若者の６割以上が今の暮らしに満足しているものの、経済的な不安や、仕事への不

安を抱えている 

 将来の暮らしについて、首都圏若者の約７割が良くなると回答しているが、市内若者は

約５割と、明るい未来を描きにくくなっている。 

 20 年後の日立市の状況について、悪くなると回答したのは、首都圏若者が約１割と低か

ったのに対し、市内若者は約５割が悪くなると回答している。 

若者の不安を受け止まられる場面・場所が必要である。 

若者同士が交流でき、共感しあえる環境が必要である。 

若者世代が行政に関われる仕組みが必要である。 

 市内若者も首都圏若者も、正社員として就職し定年まで同じ職場で働くことを求める人

が約半数である。異なる環境でも、安定した職を求める若者が多い。 

 一方で、首都圏若者は、転職しながらスキルアップ等を図ることを求めているが、市内若

者はその意識が低い。 

今の暮らしに満足しているものの、暮らしの中で、挑戦や高揚感、期待感を得られる環境が

必要である。 

自分にとって心地よいライフスタイルを確立するための知識を得る機会が必要である。 

今の生活に満足しているが、漠然とした確かな不安がある 

日立市での暮らしの中で、若者が挑戦できる機会がない 

 市内若者の４割が市政に関心があると回答している。 

 自分たちの意見が反映されていないと感じているが約７割と多い。 

 行政に意見を反映させる方法としては、若者世代の意見を吸い上げる仕組みづくりや、

若者専用 SNS 投稿の仕組みづくりを求める声が多い。 

若者が意見を行政に伝え、行政は受け止めることが必要である。 

若者が若者に、若者が行政に気軽に相談できる環境が必要である。 

 市内若者の約９割が、若者が気軽に集える場所がほしいと回答している。 

 場所については、駅周辺への希望が多く、中でも日立駅周辺を希望するという回答が約

5 割である。 

 場所に必要なツールは、カフェ・喫茶店、Wi-Fi 環境、フリースペースが多い。 

若者が集える場所の整備が必要である。 

若者が気軽に集える場所がない 

若者世代の意見を受け止める環境がない 
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 日立の住み心地について、市内若者の約８割が住みやすいまちと回答しているが、残

り２割が住みにくいと回答している。住みにくい理由としては、交通の便が悪いや、

娯楽施設付属、買い物が不便などの回答が多い。 

 子育て支援としてほしいサービスとして、保育園等や医療体制の充実を求める声が多

いが、ソフト面のサービスとして妊婦・出産・育児について相談できる場の充実を求

める声も多い。 

 就労に満足していない理由として、給料が少ない、休めない・残業がある、人間関係

が良くない、をあげている人が多い一方で、転職を希望する人が少ない。 

 首都圏若者が移住する場合必要な情報でおおかったのが、住まいに関することや、交

通・買い物等日常に関することを知りたがっている。また、感じる不安としては、移

住の費用と移住先での仕事が最も多い。 

職業や生き方の選択ができ、成長できる機会を提供することが必要である。 

市外に発信する情報は、若者が求める内容や方法で行うことが重要である。 

若者が求める支援の情報発信と、気軽に相談できる窓口が必要である。 

若者同士が相談しあえる仕組みが必要である。 

 市内若者の約５割が既婚である。未婚の理由は、結婚しても良いと思える相手に出会っ

ていないが１番多い。 

 子育て中でも、社会とのつながりを持ち続けたいと思っており、それが、子育てにも良

い影響を与えることがある。 

 日々の生活の中で人との交流、出会い、支え合いを求めている。 

 様々なコミュニティ（地域コミュニティ含）とのつながりを求めている。 

地域コミュニティを含めた、多様なコミュニティと若者がつながれる仕組みづくりが必要で

ある。 

若者同士が出会い・交流できる環境が必要である。 

 日立市はたくさんの様々な施策を行っており、情報発信もしているはずだが、その情報

にアクセスできない。 

情報発信しても埋もれてしまうような発信の仕方である。ある程度見続けてもらえる面白

いコンテンツが必要である。 

今の大学生の主流はインスタである。若者のツールを常にアップデートする必要がある。 

若者に必要とされる情報を発信する環境づくりが必要である。 

若者が求めているモノ・コトが、日立市で不足している 

若者は繋がりを求めているが、繋がれない 

日立のことを知りたいけれど、情報にアクセスできない 
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Ⅳ 基本理念・基本方針 

１ 基本理念                              

若者世代が、本来持っている力を存分に発揮でき、生きがいを持ってかがやき、日立市

に住んでみたい、住み続けたいと思えるまちを目指します。 

目指すべき方向に近づくためには、若者世代が自らの意思で参加・参画できる環境や仕

組みを整えることと、踏み出すための一歩を行政等が支援できる体制づくり、さらには、

他世代や多様なコミュニティとのつながりが必要であります。 

それらを推進するための基本理念として、次の３つを掲げ、各種施策や取組みを進めて

いきます。 

 

 

 

２ 基本方針                              

基本理念を実現するため、次の５つの基本方針を掲げ、施策を展開していきます。 

(1) 若者が挑戦できる環境づくり 

若者が社会をつくる一員、日立市の担い手としての意識を育む取組の充実や、若者同士はも

ちろん、経験や知見を持つ他世代や各種コミュニティとの交流機会・ネットワークの創出を図

り、若者のアイデアによるまちの魅力づくりやイベント等の実践を通して、若者が様々な挑戦

に向けて力を注ぎ、活躍できる環境づくりを推進します。 

(2) 若者が集まる場づくり 

若者が気軽に集える場所の整備を行い、若者世代の活動拠点として、若者自身が運営でき

る仕組みづくりを行います。そして、この場所が様々な世代の人が行き交い、新しい出会い

や繋がりが生まれ、来るたびに新しい発見がありワクワクさせてくれる日立の新たな魅力を

伝える育ちの場となることを目指します。 

(3) 若者が成長できる環境づくり 

従来とは異なる生き方、働き方がある環境の中で、シビックプライドの醸成や、温かい未

来のための学び、ひたちらしさを駆使した多極的な取組を充実させ、全ての若者が自分の暮

らしを選択できるための力を養い成長を促す取組に努めます。 

(４) 自分らしさを支援する仕組みづくり 

多様な生きづらさを抱えた若者に対する支援や、多様な生き方への理解促進に向けた取組

に努めるとともに、生活場面でのライフステージに応じた支援について分かりやすい発信に

努めます。 

(5) 若者による情報発信の推進 

若者の日常のスピード感、ノウハウなど、若者が主体となり情報を発信できる仕組みづく

りを推進します。 

挑戦と成長を支援する 失敗を笑わない 日立の誇りと歴史を創る 
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３ 目指すべき姿                            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

「かがやく若者であふれるひたち」は、挑戦を恐れず、自分らしく生き生きと暮らすこ

とができる環境に、若者が集まることで、賑わいが生まれ活気に満ちあふれたまちになる

ことを表しています。 

このまちでの暮らしが、育ちの場、学びの場、成長の場、そして何よりも安住、活躍の

場となることを見守り支えていきます。 

 

４ 「かがやく」とは                          

 

 

 

「かがやく若者」とは、特別なことを実現さている人を指すだけではなく、やりたいこ

とをやっているとき、思いがかなったとき、地元に誇りを持てたとき、自分史上最高であ

るとき、人との縁を感じたときなど、自分らしく生きることを言います。 

 

 

  

「かがやく若者であふれるひたち」 

～育ちの場・学びの場・成長の場・安住の場・活躍の場を目指して～ 

若者が自分らしさを大切にしな
がら暮らせる日立市に変わる 

「自分らしく生きること」 

若い世代の場所がある 情報や交流を通じて 
つながることができる 

若者が挑戦 

できる 
若者が成長 

できる 
自分らしさを 

支援する 
若者の交流・ 

ネットワーク 
若者による 

情報発信 



18 

Ⅴ 施策体系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

期待する変化 基本方針 基本施策 

若者のアイデアを実践できる組織づくり 

「日立の街を舞台」

に活動してみよう 

若者世代の不安を解消できる仕組みづくり 

若者と行政の連携・交流促進 

キャリア形成・生きる力を養う 
 

「日立への親しみ」 

を育みながら ひたちらしさと若者の融合 

働き方や暮らし方の多様性への対応 

「自分らしさ」を大

切にしながら 

生きづらさを抱えた若者の支援 

ライフスステージサポートの仕組みづくり 

若者が集まり 

「若者の視点」で 

活動すること 

若者実践による出会い・発見・賑わい創出 

各種コミュニティとの連携（地域形成支援） 

若者が気軽に集える場所づくり 

若者が 

挑戦できる 

環境づくり 

１ 

若者が集まる 

場づくり 
２ 

若者が 

成長できる 

環境づくり 

3 

自分らしさを 

支援する 

仕組みづくり 

4 

５ 

若者が関心を持つ情報発信の仕組みづくり 
若者による 

情報発信の推進 
そんな「愉しさ」 
を共有しよう 

日立市に根付いた若者活動の発信 

若者によるコミュニティづくり 
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Ⅵ 個別施策 

 

基本方針－１ 若者が挑戦できる環境づくり               

 
１ 若者のアイデアを実践できる組織づくり 

  若者が主体となり、まちづくりや地域課題解決、関係人口創出等に対する取組を若者

の自由なアイデアで実践できる組織をつくります。活動を通じ、日立への愛着や、自ら

の力で地域を作り上げる想いを育てます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 若者世代の不安を解消できる仕組みづくり 

  就業や移住・定住、子育てなど、若者は様々な悩みを抱えており、行政担当者にアク

セスしたいが、分野別に分けられているなどアクセスしづらい状況であります。 

若者世代が気軽に訪れることができ、求める情報にアクセスできる仕組みづくりを行

います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【取り組みのイメージ】 
○18 歳から 39 歳までの若者が集まり、未来志向の対話を通して多様な知恵の融

合により、これまでにない独創的なアイデアを生み出し、実践する公共的組織
として「（仮称）若者かがやき会議」を設立する。 
※（仮称）若者かがやき会議は、若者の誰もが参画でき、自由に意見を出し

合える場とする。 
○「（仮称）若者かがやき会議」はアイデア出しで終わりではなく、提案者である

若者が自らプロジェクトを企画・立案・実践していくことで「理念」の実現に
近づける組織とする。 

○若者自身が企画・実践した事業の収益で運営できる仕組みをつくり、組織の自
立化を目指す。 

【取り組みのイメージ】 
○“ここにくれば解決する”という若者のための窓口「（仮称）若者支援ワンス

トップカウンター」を設置する。 
○若者支援ワンストップカウンターには、訪れた若者のリクエストに対応する

「（仮称）若者支援コンシェルジュ」が常駐する。 
○自身の経験や知識を踏まえ、若者の活動を応援したい方が登録し、相談内容

に応じたアドバイスをする助っ人的な役割として、「若者サポーター」を置
く。 

○若者支援コンシェルジュは、訪れた方との気軽なおしゃべりから、若者同士
の交流機会づくりや、行政窓口や若者サポーターへのアクセスを行う役割と
なる。 

[若者サポータのイメージ] 
 ・ブログの書き方 ・Youtube の活用 ・web 会議システムの活用 
 ・起業準備 ・各種法人設立相談 ・チラシの作成 など 
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３ 若者と行政の連携・交流創出 

  若者は、現在の市政が「若者に向いている」とは感じておらず、市政への関心が薄い

一方で、行政は若者の意見やニーズを把握する必要性を感じています。 

行政と若者の接点を増やし、若者の意向を把握できる機会の創出と、主体的に活動す

る若者を行政が支援できる仕組みづくりを行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 若者実践による出会い・発見・賑わい創出 

  若者世代が主体となり、若者の自由な創造性を反映させたイベントを開催し、出会い

や交流の機会、さらには、まちの賑わいづくりとなる仕組みづくりを行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 各コミュニティとの連携（地域形成支援） 

  若者は、地域コミュニティを含めた多様なコミュニティとのつながりを求めているが、

つながれない現状があることから、つながりやすい仕組みづくりを推進します。 

 

 

 

 

 

 

【取り組みのイメージ】 
○若者と行政が接する機会として、（仮称）若者かがやき会議を中心とした若者

と、若手市職員による「（仮称）若者&行政カウンシル」を設立し、政策等に
ついて継続的に意見交換を行う。 

○「（仮称）若手&行政カウンシル」では、意見交換以外に親睦会や共催イベン
トを実施し、親睦を深めるとともに、共通認識を図る機会をつくる。 

○行政の政策課題（地域づくり、まちづくり、産業・観光振興、教育など）を
議論する場に、若者がメンバーとして参画する仕組みをつくる。 
EX)（仮称）ひたち若者会議メンバーなどの各種若者団体などから選出 

○行政は、若者の主体的な活動に対し、各種支援を行う。 

【取り組みのイメージ】 

○各種コミュニティと若者の接点をつくるため、各種コミュニティのイベント
に参画機会を創出する。 

 EX)（仮称）若者かがやき会議や各種若者団体等が、さくらまつり、産業祭な
どへの参画 

○若者が地域とのつながりを持つため、本市の特徴である地域コミュニティへ
の参画機会を創出する。 
EX）（仮称）若者かがやき会議や各種若者団体等が、地域コミュニティ事業に

参加し、体験することで、地域コミュニティの歴史や関り方を学ぶ。 

【取り組みのイメージ】 
○若者の出会いの支援や世代間交流による知識や技術を継承する機会となるイ

ベントや交流事業を「（仮称）若者かがやき会議」が主体となり運営する。 
[イベントイメージ] 
 ・自分みがき講座：自分にとって心地よいライフスタイル講座の開催 
 ・恋活応援イベント：日立の自然を活かしたキャンプなどを通して集まった

若者同士が交流できるイベントの実施 
・賑わいイベント：日立らしさを広く知ってもらい、県外からも多くの人が

行き交い、まちに活気あふれるイベントの実施 など 
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基本方針－２ 若者の集まれる場をつくる                

 
１ 若者が気軽に集える場所づくり 

若者の交流やネットワークづくりを支援するとともに、街なかに若者たちの活気と賑

わいが生まれ、若者が気軽に集い交流できる場所を整備します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 若者によるコミュニティづくり 

（仮称）若者交流カフェを基点に、人と人を繋ぎ、新しい発見や学びを得られる機会

の創出や交流できるイベント等を若者自身により企画・実践し、若者同士の交流やまち

の賑わい創出につなげます。 

また、若者だけでなく、まちの人々やまちの企業など、多世代交流も実現させ、人と

人とのつながりを生み出すことができる場とします 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【取り組みのイメージ】 

○カフェ、wi-fi 等、若者が“欲しい”設備を備え、若者が集まり交流する拠
点となる「（仮称）若者交流カフェ」を整備する。 

○（仮称）若者交流カフェは、既存コミュニティ以外でも気軽にくつろげる場
として、「みんなの第二の家」をコンセプトに整備する。 

○（仮称）若者交流カフェには、イベントやミーティングができるスペースを
整備する。 

○（仮称）若者かがやき会議の活動拠点として、様々なアイデアを実践してい
く中で、若者と社会をつなげ、新しい価値を世の中に提供し、若者のエネル
ギーで、まちの賑わい創出につなげる。 

○（仮称）若者交流カフェは、（仮称）若者かがやき会議が飲食店や小商いなど
の収益で自走できることを目指し運営する。 

○（仮称）若者支援コンシェルジュの拠点場所になる。 
※詳細は次年度以降に検討 

【取り組みのイメージ】 
○（仮称）若者交流カフェは、まちの方々にとって、若者の活動を知り、関わ

る接点となり、世代間を超えた交流の場所とする。 
○商店街やまちの企業にとっては、効率的にマーケティングを行うことや、企

業と学生をつなぐ橋渡しの役割となる場所にする。 
○（仮称）若者交流カフェを基点に、賑わいを創出するため、若者の起業やビ

ジネス交流が生まれる場所とする。 
EX)周辺の空き店舗を活用したインキュベート施設づくり 
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基本方針－３ 若者が成長できる環境づくり               

 
１ キャリア形成・生きる力を養う 

  どんな大人になりたいのか、自分が何をしたいのかなど、知る機会を創出し、中・高

校生の学校以外での学びの場をつくります。また、子どもたちの未来が温かい人間関係

で満たされ、一人ひとりの個性が尊重できる社会に近づくための取組を推進します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ ひたちらしさと若者の融合 

多くの企業が立地している基盤を生かし、市内企業や行政課題に対し、若者が挑戦で

きる仕組みづくりに努めるとともに、行政と連携した仕組みづくりを推進します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 働き方や暮らし方の多様性への対応 

自分らしい働き方を求める若者が増加しており、従来とは異なる働き方へと変化して

いることから、まちの資源を活かしながら、若者が成長できる環境づくりに努めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【取り組みのイメージ】 
○中学校、高等学校での学び以外に「日立を知る」「日立を体験する」機会の

創出を図る。 
○国際化やジェンダー平等など、多様性への理解を深めるとともに、自分らし

いライフプランづくりの学びを支援する。 
EX)“日立に関心のある生徒”を募集しロールモデルセミナーを実施する。 

フィールドワーク、稼ぐことを知るセミナー、20 代・30 代の人生論など 

【取り組みのイメージ】 
○企業等では、様々な技術や人材を有しているが、市場の情報や情報技術を活

用しきれていない企業等に対し、企業が必要とするスキルを持つ若者をマッ
チングし、商品開発や販路拡大を目指す。 

○ものづくりのまちとして、市内企業の事業分野や必要とする人材について、
若者に向けた情報発信を強化する。 

○移住者増加を目指し、住まい情報や移住に係る経費補助等の制度を広く周知
する。 

【取り組みのイメージ】 
○若者の起業・創業の場として、空き店舗や空き工場などを活用できる情報の

充実を図り、行政によるマッチング機能を強化する。 
○起業・創業へのハードルを低くするため、セミナーの充実、セーフティーネ

ットの周知を行う。 
○テレワークやスモールビジネスを支援するため、コワーキングスペースを整

備する。 
○住む場所と働く場が異なる時代となる中で、日立が働く場に選ばれるための

働きかけを行う。 
EX）市内のどこでも「Wi-Fi がつながるまち」となる整備   
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基本方針－４ 自分らしさを支援する仕組みづくり            
 

１ 生きづらさを抱えた若者の支援 

  多様な生き方がある中で、多様な生きづらさを抱えた若者に対する偏見と誤解を取り

除き、支援の必要性への理解促進を図るとともに、行政と連携した仕組みづくりを推進

します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ ライフステージサポートの仕組みづくり 

  若者世代が日立市に住むことが楽しい、働く場として日立市を選択したいと思えるよ

うな、生活場面でのライフステージに応じた支援を分かりやすく発信します。 
 
 
 
 
 
 
 

  

【取り組みのイメージ】 
○多くの若者が将来への不安を持つ中で、ジェンダー平等の学びの充実や障

害、貧困などを理解し、支援に繋がる仕組みづくり行う。 
○（仮称）若者支援ワンストップカウンターに、パンフレットなどを配備し、

広く周知する。また、若者自身の体験や行政情報をセミナー形式で実施する
など、多様な生き方への理解促進を図る機会をつくる。 

【取り組みのイメージ】 
○結婚や子育て、就職支援等についての施策はあるものの、若者に分かりづ

らい仕組みとなっていることから、ライフステージに応じた支援パッケー
ジ「（仮称）ライフステージサポートプラン」を作成する。 

○（仮称）ライフステージサポートプランを、ＳＮＳ等で広く発信するとと
もに、（仮称）若者支援ワンストップカウンターでの活用も図る。 
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基本方針－５ 若者による情報発信の仕組みづくり            

   
１ 若者が関心を持つ情報発信の仕組みづくり 

  若者世代が求める即時性と双方向性のあるＳＮＳ等を活用した情報発信の推進を図る

とともに、紙媒体や報道機関等なども活用するなど、時代に合った情報発信の充実を図

ります。また、発信内容へのアクセルが容易にできる仕組みづくりに努めます。 

  さらに、ＳＮＳは行政窓口としての役割も期待されることから、新たな行政サービス

の提供方法についても検討を進めます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 日立市に根付いた若者活動の発信 

  若者主体となり実践することを情報発信することで、まちの活性化が期待できること

から、若者活動の情報発信の充実を図ります。 

また、関係人口拡大のため、当市の魅力を発信できる仕組みづくりを行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

【取り組みのイメージ】 
○若者の主たる情報ツールとなっているスマートフォンに対応した情報発信を

行うため、アプリなどを活用した行政システムやサービスの構築に、若者の
視点を取り入れる。 
※「（仮称）若者&行政カウンシル」で意見交換を行う。 

○若者の交流や活動を発信するため、若者による広報誌発行や若者主体のロー
カルＦＭを検討する。 

 EX)「（仮称）若者かがやき会議」広報誌の発行 

【取り組みのイメージ】 
○（仮称）若者かがやき会議を中心とした若者の活動をＳＮＳ等で随時発信す

る。 
○日立市を舞台に、暮らしを営み、活動する若者の情報を広く発信するため、

若者と行政が協働で「（仮称）若者向けの情報サイト」を開設する。 
 ※「（仮称）若者&行政カウンシル」で意見交換を行う。 
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Ⅶ 計画の取り組み方 

この計画は、若者と日立市が協働しながら取り組めるよう、計画期間である５年間のス

テップは次のとおりとします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 また、本計画で位置づけた組織や施策の推進するための、行政と若者（（仮称）若者かが

やき会議）の役割は、次のように想定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（仮称）若者かがやき会議 

（仮称）若者支援コンシェルジュ 

日立市 

（仮称）若者&行政カウンシル 

（仮称） 

若者支援ワンストップカウンター 

（仮称）ライフステージサポートプラン

の発信 

（仮称）ものづくりセミナー 

交流・賑わい創出事業 

（仮称） 

若者・企業 コラボチャレンジ事業 

（仮称）若者交流拠点 

空き店舗での事業活動支援等 

若者の交流・ネット

ワークづくり 

自分らしさ

を支援する

仕組みづく

り 

若者によ

る情報発

信の仕組

みづくり 

若者が成長

できる環境

づくり 

若者が挑戦

できる環境

づくり 

若者自⾝が活動の素地を作る 

■若者：自分らしさを起点に、未来の自分を考え

ます。 

■行政：若者への支援や若者をまちづくりの主役

にするため、リソースを集中します。 

若者と⾏政の連携を強化する 

若者⽀援を推進する 

■若者：若者同士や行政とのつながり創ります。 

■行政：若者がアクセスしやすい体制の具体化に

取り組みます。 

■若者：日立を舞台に、自分らしさを大切にしな

がら自走を始めます。 

■行政：若者への支援効果を検証し、施策のブラ

ッシュアップを進めます。 



26 

 
 
 
 

ここにライフスタイル？（総合計画 44〜45 のような） 
  

コンサル作成中 
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（仮称）ひたち若者かがやきプラン概要版 について 
皆さまの、ご意見・ご提案をお聞かせください 

募集期間：令和３年２月８日（月）まで 

（※当てはまるものに○を付けてください。また、住所は町名まで又は未記入でも構いませ

ん。） 

（※パブリックコメントの結果についてはホームページへの掲載を予定しています。個別の

回答は致しませんので、ご理解、ご協力をお願いします。） 

年代 ～１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上 

職業 会社員等 自営業 公務員 専業主婦(主夫) 学生 無職 その他 

住所  性別  男  女  回答しない 

意見・提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ ご意見の提出は、郵送・FAX または電子メールでも受け付けます。 ■ 

郵送の場合は 

■ 〒317-0073 日立市幸町 1-21-1 日立市役所 女性若者支援課 

電子メールの場合は 

■ wakamonoi@city.hitachi.lg.jp 

    ＦＡＸの場合は 

   ■ ０２９４-２６-０３１７ 

 

【電話】 0294-26-0315  【IP 電話】050-5528-4939 

【市ホームページ】http://www.city.hitachi.lg.jp / 

✂ 

✂ 


